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◆水害被害額は、全国で約4,620億円（平成19年～
28年の過去10カ年で 2番目に大きい）
◆都道府県別の水害被害額上位 3県は、以下のとお
り。
1位：岩 手 県（水害被害額：約1,680億円）
2位：北 海 道（水害被害額：約1,620億円）
3位：鹿児島県（水害被害額：約　190億円）

◆主要な水害による水害被害額及び概要
○平成28年台風第10号
　　　　　　　（水害被害額：約2,820億円）
（平成28年 8 月28日～31日に生じた台風第10号に
よる被害額）

平成28年の水害被害額（暫定値※1）を公表
〜全国の水害被害の実態を把握し、河川に係る行政施策に活用〜

国土交通省水管理・国土保全局HPより抜粋

　国土交通省は、平成28年の水害被害額の暫定値を取りまとめました。その結果、平成28年の水害被害額は、
全国で約4,620億円となり、平成19年～28年の過去10カ年で 2番目に大きい被害額となりました。

逃げ遅れによる被害が発生した岩手県岩泉町の
要配慮者利用施設

死者が発生した熊本県宇土市住吉町のがけ崩れ

○梅雨前線豪雨（水害被害額：約400億円）
（平成28年 6 月18日～ 7月 5日に生じた梅雨前線
豪雨による被害額）

・岩手県では、多量の土砂や流木を含む洪水によ
り、河川沿いの狭隘な低平地の大部分が浸水し
たことや記録的な集中豪雨による急激な水位上
昇に伴い、小本川沿川の要配慮者利用施設など
で逃げ遅れによる被害が発生した。
・北海道の石狩川水系空知川では、堤防決壊で南
富良野町の市街地が浸水し、多数の床上・床下
浸水が発生した。

・梅雨前線に伴う大雨により、熊本地震で地盤が
緩んでいた熊本県内では、土石流やがけ崩れ等
が発生した。
・九州地方整備局管内の緑川水系、白川水系、六
角川水系、菊池川水系の 4水系 6河川において
氾濫危険水位を超過し、筑後川水系花月川にお
いて堤防護岸が約30ｍにわたって損傷した。

※１　水害被害額の算出に当たって使用する係数
（都道府県別家屋 1 ㎡当たり評価額等）の平成28
年単価の設定や都道府県からの報告内容の更なる
精査等を行い、平成29年度末頃に最終的な取りま
とめ結果を公表する予定です。
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1 161,941 25 439 

2 11,669 26 1,240 

3 167,778 27 174 

4 3,494 28 487 

5 510 29 707 

6 3,507 30 1,473 

7 1,086 31 75 

8 48 32 2,482 

9 608 33 862 

10 1,201 34 9,263 

11 5,359 35 3,201 

12 1,374 36 3,955 

13 2,923 37 621 

14 959 38 2,400 

15 1,836 39 4,589 

16 1,155 40 2,110 

17 152 41 889 

18 273 42 3,025 

19 579 43 15,553 

20 1,986 44 3,720 

21 2,324 45 10,541 

22 975 46 19,000 

23 1,081 47 192 

24 2,041 461,855
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梅雨前線の活発な活動による豪雨への対応

九州地方整備局HPより

　梅雨前線に伴う 7月 5日出水により、筑後川水系
の日田雨量観測所では、平成24年九州北部豪雨時を
上回る日降水量336㎜（観測史上 1位）、筑後川水系
花月水位観測所では観測史上最高水位を記録。九
州地方整備局では16：50に非常体制をとり、TEC-
FORCE 隊を福岡県朝倉市、東峰村や大分県日田市
等 4自治体に延べ197人・日（他地整 7月12日15時
時点）に派遣し、道路啓開や河川、砂防、道路被災
状況調査を実施、今後も引き続き継続する予定です。
九州地方整備局では、活動状況を「梅雨前線の活発
な活動による豪雨への対応」（ホームページ「防災・
災害関連情報」）に掲載しています。ここには、そ
の一部を紹介します。
◆九州地方整備局HP　URL
http://www.qsr.mlit.go.jp/oshirase/h29/bousai_
oshirase_17070601.html

≪緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）とは≫
■目　　的
TEC-FORCE とは、大規模自然災害が発生し、
又は発生するおそれがある場合において、被災地
方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把握、被
害の発生及び拡大の防止、被災地の早期復旧その
他災害応急対策に関する技術的な支援を円滑かつ
迅速に実施することを目的としたものです。
■主な任務
被災地方公共団体等が行う災害応急対策に対する
技術的な支援を行います。
①　被災状況の迅速な把握
②　被害の発生及び拡大の防止
③　被災地の早期復旧
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平成2９年梅雨前線豪雨（平成2９年 ７ 月九州北部豪雨含む）の
災害復旧事業の災害査定の効率化について

〜被災地の １日も早い復旧に向けて〜

平成２９年 ７ 月２５日　国土交通省水管理・国土保全局防災課

　国土交通省では、平成29年梅雨前線豪雨による被災施設について、九州北部豪雨に見舞われた福岡県、
大分県をはじめ、新潟県、石川県、広島県、長崎県の災害復旧事業の災害査定の事務手続きを迅速にする
効率化を実施します。
　※効率化により、被災自治体の査定に要する業務等が大幅に縮減し、被災地の早期復旧に貢献します。

○書面による査定上限額の引き上げにより査定に要
する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定上限額を通常300万円未満から
以下のとおり引き上げる。
福岡県：3,500万円以下
大分県：1,000万円以下
新潟県：1,000万円以下
石川県：800万円以下
広島県：700万円以下
長崎県：500万円以下

○福岡県及び大分県において設計図書の簡素化によ
り早期の災害査定を実施
・既存地図や航空写真、代表断面図を活用するこ

とで、測量・作図作業等を縮減する。
・土砂崩落等により被災箇所へ近寄れない現場の
ある福岡県及び大分県において、航空写真等を
用いることで、調査に要する時間を縮減する。

○現地で決定できる災害復旧事業費の金額の引上げ
により早期の災害復旧を実施
・現地で決定できる災害復旧事業費の金額を通常
4億円未満から 6億円未満に引き上げる。
［福岡県、大分県、新潟県、石川県、広島県、
長崎県］

九州地方整備局ホームページ「九州地方整備局Photo アーカイブス」
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防災課だより 人 事 異 動
〔水管理・国土保全局関係人事発令〕
△平成29年 7 月 7 日付け
【防災課関係】

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

黒川純一良 水管理・国土保全局水資源部長 水管理・国土保全局防災課長

佐藤　克英 水管理・国土保全局防災課長 九州地方整備局河川部長

田部　成幸 北陸地方整備局信濃川河川事務所長 水管理・国土保全局防災課総括災害査定官

加邉　良徳 水管理・国土保全局防災課総括災害査定官 関東地方整備局企画部技術開発調整官

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

大西　　亘 大臣官房付・即日辞職 関東地方整備局長

泊　　　宏 関東地方整備局長 水管理・国土保全局治水課長

中神　陽一 大臣官房付・即日辞職 北陸地方整備局長

小俣　　篤 北陸地方整備局長 水管理・国土保全局河川環境課長

名波　義昭 大臣官房付・即日辞職 四国地方整備局長

平井　秀輝 四国地方整備局長 水管理・国土保全局河川計画課長

野村　正史 国土政策局長 水管理・国土保全局次長

清瀬　和彦 水管理・国土保全局次長 大臣官房政策評価審議官（兼）大臣官房秘書室長

五十嵐崇博 辞職 水管理・国土保全局水資源部長

西山　幸治 辞職 水管理・国土保全局砂防部長

栗原　淳一 水管理・国土保全局砂防部長 水管理・国土保全局砂防部砂防計画課長

青野　正志 関東地方整備局河川部河川調査官 水管理・国土保全局治水課企画専門官

舛田　直樹 水管理・国土保全局治水課企画専門官 四国地方整備局河川部河川調査官

判田　乾一 出向（内閣府沖縄総合事務局開発建設部技術管理官） 水管理・国土保全局砂防部砂防計画課付

三橋さゆり 関東地方整備局利根川上流河川事務所長 水管理・国土保全局河川環境課河川環境評価分析官

上谷　昌史 水管理・国土保全局河川環境課河川環境評価分析官 大臣官房付

渡邉　勝大 辞職（ 7月 6日付）（首都高速道路株式会社営業企画部担当部
長（兼）事業開発部担当部長）

水管理・国土保全局総務課企画官

渡邊　哲至 水管理・国土保全局総務課企画官 水管理・国土保全局水政課水政企画官

須藤　明彦 水管理・国土保全局水政課水政企画官 大臣官房地方課公共工事契約指導室長

森川　泰敬 大臣官房地方課公共工事契約指導室長 大臣官房付

岡村　次郎 水管理・国土保全局河川計画課長 中部地方整備局企画部長

岩田　美幸 中部地方整備局企画部長 内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官補付）

佐々木淑充 出向（内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官補付）） 大臣官房付

堂薗　俊多 大臣官房付 水管理・国土保全局河川環境課河川環境保全調整官

奥田　晃久 水管理・国土保全局河川環境課河川環境保全調整官 水管理・国土保全局河川環境課水防企画官

林　雄一郎 水管理・国土保全局河川環境課水防企画官 水管理・国土保全局治水課企画専門官

笠井　雅広 水管理・国土保全局治水課企画専門官 水管理・国土保全局治水課技術調整官

髙畑　栄治 水管理・国土保全局治水課技術調整官 九州地方整備局川辺川ダム砂防事務所長

根本　　深 九州地方整備局川辺川ダム砂防事務所長 内閣官房副長官補付

森川　幹夫 水管理・国土保全局河川環境課長 独立行政法人水資源機構関西・吉野川支社長

桑島　偉倫 辞職（ 7月 6日付）（独立行政法人水資源機構関西・吉野川支
社副支社長）

近畿地方整備局淀川河川事務所長

【水管理・国土保全局関係】
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△平成29年 7 月10日付け
【水管理・国土保全局関係】

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

伊藤　仁志 辞職（ 7月 9日付）（兵庫県理事） 水管理・国土保全局砂防部保全課土砂災害対策室長

國友　　優 水管理・国土保全局砂防部保全課土砂災害対策室長 水管理・国土保全局河川計画課河川情報企画室長

佐藤　寿延 水管理・国土保全局河川計画課河川情報企画室長 水管理・国土保全局河川環境課河川保全企画室長

齋藤　博之 水管理・国土保全局河川環境課河川保全企画室長 水管理・国土保全局治水課流域減災推進室長

矢崎　剛吉 水管理・国土保全局治水課流域減災推進室長 関東地方整備局八ッ場ダム工事事務所長

朝田　　将 関東地方整備局八ッ場ダム工事事務所長 近畿地方整備局姫路河川国道事務所長

信田　　智 近畿地方整備局姫路河川国道事務所長 水管理・国土保全局河川計画課長補佐

小澤　盛生 水管理・国土保全局河川計画課企画専門官 水管理・国土保全局防災課災害対策室課長補佐

竹村　雅樹 水管理・国土保全局防災課災害対策室課長補佐 道路局環境安全課長補佐

益本宇一郎 土地・建設産業局企画課企画専門官 水管理・国土保全局水政課法務調査官

川田健太郎 水管理・国土保全局水政課法務調査官 大臣官房人事課付

大城　秀彰 水管理・国土保全局河川計画課長補佐 四国地方整備局河川部河川管理課長補佐

△平成29年 7 月14日付け
【水管理・国土保全局関係】

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

朝堀　泰明 大臣官房付・休職（一般財団法人国土技術研究センター研究第
二部長）

関東地方整備局河川部長

小林　　稔 関東地方整備局河川部長 近畿地方整備局企画部長

井上　智夫 近畿地方整備局企画部長 近畿地方整備局河川部長

中込　　淳 近畿地方整備局河川部長 水管理・国土保全局河川計画課河川計画調整室長

森本　　輝 水管理・国土保全局河川計画課河川計画調整室長 大臣官房付

△平成29年 7 月20日付け
【水管理・国土保全局関係】

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

乾　　有貴 道路局道路交通管理課特殊車両調整官 水管理・国土保全局水資源部水資源政策課企画専門官

柳井　和則 水管理・国土保全局水資源部水資源政策課企画専門官 大臣官房人事課付

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

東出　成記 近畿地方整備局淀川河川事務所長 水管理・国土保全局防災課大規模地震対策推進室長

川村　謙一 水管理・国土保全局防災課大規模地震対策推進室長 中部地方整備局三重河川国道事務所長

小平　　卓 水管理・国土保全局治水課長 九州地方整備局企画部長

藤巻　浩之 九州地方整備局企画部長 水管理・国土保全局治水課事業監理室長

豊口　佳之 水管理・国土保全局治水課事業監理室長 水管理・国土保全局防災課災害対策室長

小島　　優 水管理・国土保全局防災課災害対策室長 大臣官房付

竹島　　睦 九州地方整備局河川部長 水管理・国土保全局水資源部水資源計画課総合水資源管理戦略
室長

岩﨑　福久 水管理・国土保全局水資源部水資源計画課総合水資源管理戦略
室長

大臣官房技術調査課建設システム管理企画室長

今井　一之 水管理・国土保全局砂防部砂防計画課長 水管理・国土保全局砂防部保全課長

浦　　　真 水管理・国土保全局砂防部保全課長 一般財団法人砂防・地すべり技術センター砂防技術研究所上席
研究員



（14） 第 818 号 防 災 平 成 29 年  8  月  1  日

自然災害カレンダー（ ８月） 文責　加藤　昭発災年：西暦、（ユ：ユリウス暦



平 成 29 年  8  月  1  日 防 災 （15）第 818 号

平成29年　発生主要異常気象別被害報告 平成29年 7 月14日現在（単位：千円）
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